
　　一般社団法人山形県労働者福祉協議会　理事長　小　口　裕　之

　新年おめでとうございます。皆様にとって良い年となりますようご祈念申し上げます。
　今年は丑年であります。誰でもが安心して生活ができる社会をめざし、労働者福祉運動を関係機
関・団体の皆様と共に一歩ずつ確かな歩みを進めてまいりたいと思います。
　世界中で猛威を振るうコロナウイルス、一日も早い収束を願い、皆様と共に平穏な日々となりま
すよう改めてご祈念いたします。そして、わたしたちはAFTERコロナの社会像を明確にしながら前進してま
いります。
　わたしたちのビジョンは多様性を認め合う、誰一人取り残さない包摂的社会への転換であります。コロナウ
イルス感染や多くの自然災害への対応は全世界の人々の共通課題です。様々な自然災害への対応は教訓として
いつも私たちに手を取り合い、支え合うことの大切さを教えてくれます。持続可能な社会を実現するには、ま
さに「福祉のこころ」がその原動力となります。福祉のこころを結集することで、すべての皆さんの豊かな生
活を実現してまいりましょう。
　すべての働く仲間の安心を福祉のこころで、わたしたちの力で創造していく年にしていくことを皆様と共有
しながら年頭にあたっての挨拶といたします。
　本年もどうぞよろしくお願いいたします。

安心は福祉の心から

労福協
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連合山形　　　　　　　　　　　
事務局長　舘　内　　　悟

　新年あけましておめでとうございます。
　旧年中は連合山形の活動に対し、特段の
ご理解とご協力いただきましたこと御礼申
し上げます。

　さて、昨年２月以降、新型コロナウイルス感染拡大により、
連合山形は、コロナ禍における「新しい生活様式」の中で、制
限された活動を余儀なくされ、方針に掲げた活動については、
一部延期や中止、代替手段を講じながら取り組みをすすめてき
たところであります。
　このような状況下でありましたが、11月11日に連合山形30周
年記念式典を無事終えることができましたこと、皆様からのご
協力に改めて感謝申し上げます。
　また、活動を制限した中においても、働く者・生活者への社
会的役割を果たすため、新型コロナウイルス感染症への対応と
して行政や関係団体などへの政策要請や、最低賃金引き上げの
取り組み、7月豪雨災害への対応など地域に顔の見える活動を
展開してまいりました。
　今年は、新型コロナウイルス感染症が早期に終息することを
願いながら、「with/after コロナ」において「私たちが未来を
変える」ことをスローガンとして運動を前進させていきましょ
う。皆様のご健勝とご多幸を祈念し、新年のご挨拶とさせてい
ただきます。本年もどうぞよろしくお願いいたします。

こくみん共済 coop 山形推進本部　

本部長　熊　澤　年　啓

　あけましておめでとうございます。ご家
族共々輝かしい希望に満ちた新春をお迎え
のこととお慶び申し上げます。
　昨年は、より多くの皆様に親しんでいた
だけるよう新しい姿を表す愛称を『こく

みん共済 coop』としてスタートし２年目の年度でありました。
しかし、自然災害が発生し大きな被害が生じるとともに、新型
コロナウイルス感染症が世界規模で拡大したことで日常生活等
が制限され、社会全体に不安が広がりました。自然災害により
被災された皆様ならびに新型コロナウイルス感染症で影響を受
けられた皆様に心よりお見舞い申し上げます。
　２０２１年は、阪神・淡路大震災から２５年・東日本大震災から１０
年、熊本地震から５年という節目となります。大震災で学んだ
事を風化させない・させてはいけない取り組みとともに、新型
コロナウイルスの影響による社会変化に対応をしなければなら
ない年となります。「たすけあいの共済」としての役割・使命
を踏まえながら、「３密の回避」が求められるなかでの事業と
運動における直接的対面機会の再定義など、組織運営と業務執
行全般のあり方について「新しい業務様式への転換」をはかっ
ていく所存です。
　むすびに、人生１００年時代と言われているなか、「みんなで
たすけあい、豊かで安心できる社会づくり」という理念を胸
に、どのような時代を迎えようとも、私たち「こくみん共済
coop」が組合員・社会になくてはならない存在であり続ける
ために、私たちは力を合わせて、現下の困難な状況を切り拓い
ていく決意であります。
　本年も変わらぬご支援・ご愛顧を賜りますようよろしくお願
い申し上げます。

労働者福祉中央協議会　　　　

会長　神　津　里季生

　新年明けましておめでとうございます。

　中央労福協は昨年、コロナ禍で活動が

制限されるなか、三次にわたる緊急要請、

生活・就労応援基金（ろうふくエール基金）の設置、コロナ

禍・大規模災害に強い地域づくりをテーマとした動画配信など、

「労福協の２０３０年ビジョン」に改めて確信を持ちながら、歩み

を進めてまいりました。

　貧困や社会的排除がなく、人と人とのつながりが大切にされ、

平和で、安心して働きくらせる持続可能な社会を実現するため

に、今こそ私たちが真価を発揮する時です。労働運動と労働者

福祉事業が関係を強化し、消費者運動、ＮＰＯ・市民運動など

との連携を深め、共助の輪を広げることにより、多様で重層的

なセーフティネットを日本社会に張り巡らし、貧困や格差を是

正していきましょう。

　中央労福協は、ポストコロナ時代のスタートの年に、「つな

がり、寄りそい、支え合う」ことを基軸に、誰もが「助けて」

と言える社会を目指します。そのために新しい手法を柔軟に取

り入れ、「今こそ労働者福祉運動の出番」との気概をもって取

り組んでいきます。

東北労働金庫山形県本部　　　　
本部長　森　　　伊　織

　新年おめでとうございます。昨年中は多
大なご理解とご協力を賜り、心から感謝申
し上げます。
　東日本大震災から今年で１０年を迎えます

が、この間県内でも自然災害が相次ぐとともに、昨年来の新型
コロナウイルス感染拡大が、暮らしに与えている影響は深刻で
す。東北労働金庫として、この間、復興支援に向けて様々な取
り組みを行うとともに、生活支援のために、低金利の融資や返
済計画の見直しなどにも取組んで参りました。引き続き、すべ
ての働く皆さんの夢と共感を創造する協同組織の「福祉金融機
関」として、しっかりその役割を発揮して参りたいと思います。
　さて、労金山形県本部の昨年１１月末時点における実績を見ま
すと、個人預金で対期首比＋１２６億円と既に年間目標を大きく
上回るとともに、個人融資については、対期首比＋３７億円と目
標達成が視野に入って参りました。これらの結果、東北労金全
体としても「減収」ながら「増益」を確保できる見込みです。
これもひとえに、県労福協に結集する会員をはじめとする関係
団体の皆様のご支援・ご協力の賜物であり、心から感謝申し上
げます。
　本年も変わらぬご指導ご鞭撻をいただけますようお願い申し
上げ、年頭のご挨拶とさせていただきます。

（2）やまがた労福協NEWS � 2021年１月１日
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（公財）山形県勤労者育成教育基金協会　

事務局長　渡　辺　治　雄

　明けましておめでとうございます。

　旧年中は基金協会の事業にご支援を賜り、

心より感謝申し上げます。

　協会は１９９３年（平成５年）１１月１日に設立され、山形県の産

業経済の発展に寄与することを事業目的にその役割を発揮して、

２０１２年には公益法人の認定を受けました。

　設立からの主たる事業であります利子補給については、２８年

間の補給者数が３，１０１名、補給額は３億６，７１０万円を数えます。

　また、２０１５年からは「県内就職の促進と労働知識向上の支

援」の事業を付加し、「やまがた企業ガイド」と「労働ハンド

ブック」の発行を通して、県内外の学生へ情報を発信してまい

りました。

　教育や労働を巡る環境は時とともに変遷していますが、設立

の趣意書で謳う「有為な人材の育成と県内における就業の促

進」を希求してまいりますので、本年も変わらぬご指導をお願

い申し上げます。

（一社）山形県経済社会研究所　　
理事長　立　松　　　潔

　新年のお慶びを申し上げます。本年も旧
年に増して何卒よろしくお願い申し上げま
す。

　昨年は「新型コロナ禍」が蔓延し、不安と我慢が強いられた
一年となりました。これまでの日常から「新しい生活様式」へ
の変換が唱えられ、全ての活動の源「人と会う事、関わる事」
が制限されました。国際的にも国内的にも、生命を守ることが
第一義とされる中で、何とか社会活動、経済活動を続けること
が求められました。人々の消費動向や生活様式も大きく変化の
動きがみられます。これからの「ポストコロナ」時代を見据え、
新しい経済の在り方、社会の在り方も当然考えていかなければ
なりません。
　新型コロナウイルス感染症のワクチンや治療薬も開発され始
めてきてはいるものの、私たちの暮らしが見通せるほど、安心
な状況には至っていません。当研究所としまして、日々刻々と
変化する情勢を的確に捉え、時宜に応じた適切な研究と提言に
努めて参る所存です。皆様方のご指導とご協力のほど、どうぞ
よろしくお願い申し上げます。
　本年は昨年の分まで幸せで穏やかな一年となりますようご祈
念申し上げまして、新年のご挨拶といたします。

山形県生活協同組合連合会　　　　

会長理事　菅　井　道　也

　２０２１年、おめでとうございます。

　２０２１年は、辛丑（かのと・うし）。何か

が終わり、新たなものが始まる転換の歳と

いわれています。

　終わるものは、新型コロナ感染症、格差・不平等感たっぷり

の政治と原発、消費税、戦争……

　新たなものは、みんなのための政治と再生可能エネルギーの

拡充……

　しかし、どんな場合でも平和憲法だけは、変えてはいけませ

ん。

　２０２１年、県生協連は、会員生協の交流・連帯を促進する活動、

平和・くらし・地域を守る活動、ユニセフ募金活動、生協への

理解を広げる活動を行い、「いつまでの住み続けられるまちづ

くり」をめざしていきます。

　本年が、皆様の思いがかなえられる良い年になることをご祈

念申し上げます。

（一社）山形県勤労者福祉センター　　

理事 ･支配人　安　食　芳　春

　新年あけましておめでとうございます。

　健やかな新年をお迎えのこととお喜び申

し上げます。

　昨年は全世界が新型コロナウイルス感染の脅威に晒され、未

だ終息の見通しは立っていない状況の中で、会館運営にも甚大

な被害がありましたが、皆様からのご高配を賜りましたこと、

厚く御礼申し上げます。

　一日も早く新型コロナウイルス感染が終息することを祈りな

がら、本年も一般社団法人として勤労者及び県民のための福祉

活動の取組、地域社会の健全な発展のための地域貢献活動の推

進とともに、地域に根差した大手門パルズを目指して参ります

ので、引き続きご支援とご協力をお願い申し上げます。

　２０２１年が皆様にとりまして、素晴らしい一年となりますよう

心からご祈念申し上げ、新春のご挨拶とさせていただきます。

本年もよろしくお願いいたします。

2021年１月１日� やまがた労福協NEWS（3） 



　新型コロナウイルス感染症のため医療の最前線で活躍している県内の医療関係者や
感染拡大により大きな影響を受けている方々などを支援することを目的に山形県が開
設した「山形県新型コロナ対策応援金」に、９月に開催したふれ愛チャリティーゴル
フ大会参加者からの善意４０，８５５円を含む、金２０万円を寄附しました。
　１１月１２日には目録の贈呈を行い、小口理事長は「ふれ愛チャリティーゴルフ大会は
障がい者の方々の社会参加や福祉施設の環境整備などに役立てていただくことを目的に長年開催しており、今年も
コロナ対策を万全に開催することが出来た。その参加者の方々より、この応援金カンパにもご協力頂いたのでぜひ
ご活用ください」と述べ、若松副知事は「頂いた応援金は大変ご苦労されている労働者の支援をはじめ、大切に有
効に使わせていただきます。本当にありがとうございます」と感謝を述べました。

　山形県労福協は１１月１２日に「山形県労働者福祉協議会から山形県への要望」を開催し、
山形県に対し「令和３年度労働者福祉施策と予算に関する要望」と「新型コロナウイル
ス感染症の影響拡大を踏まえた支援措置に関する要望」を行いました。
　今年はコロナ対策として、時間短縮のため関係部局との意見交換を大幅縮小したほか、
参加者を限定（山形県は若松副知事ら６名、県労福協は加盟団体代表者など８名）して実施しました。
　冒頭、小口理事長から若松副知事に２つの要望書を手交。若松副知事からは「コロナ禍や各種法改正により労働者
を取り巻く環境は変化している。本日頂いた要望書をしっかりと受け止め、ワーク・ライフ・バランス、多様で柔軟
な働き方の実現、労働者福祉の向上に向け、引き続き全力で取り組んでいく」と回答がありました。

　その後、要望事項の中から「失業者・離職者への就労支援」を
テーマに「離転職者がキャリアチェンジしやすいシステム作り」
「移住者への転職支援の充実」などについて意見交換を行ったほ
か、「労金への冬のボーナス返済に関する相談傾向からみた労働
者を取り巻く現況」「コロナ禍における県内の生活協同組合の現
況」「医療従事者を取り巻く環境」「奨学金制度の拡充・改善」な
ど幅広く報告・情報交換を行い閉会しました。

令和３年度労働者福祉施策と予算に関する要望
１．失業者・離職者への就労支援
２�．「補助金」「委託料」「支援・対策資金」の継続措置など
３．ＳＤＧｓの達成と協同組合の促進・支援
４�．大規模災害等の被災者支援と復興・再生および防
災・減災対策の強化
５�．格差の是正、貧困のない社会に向けたセーフティ
ネットの強化
６．ディーセント・ワークの確立
７．安心・信頼できる社会保障の構築
８．くらしの安全・安心の確保

新型コロナウイルス感染症の
影響拡大を踏まえた支援措置に関する要望

１．地方創生臨時交付金の効果的活用
２．新しい生活様式に対応した災害時における避難所等の対策
３．休業・休職等に伴う所得補償
４．生活保護および生活困窮者自立支援
５．緊急住宅支援
６．奨学金返済と学費への支援
７．医療ならびに介護機関・従事者への支援
８．障がい者支援団体をはじめとするＮＰＯに対する支援
９．「新型コロナウイルス対応ろうきん生活支援特別融資」の周知

“労働者福祉施策の拡充”“新型コロナ支援措置”を要望

山形県へ要望書を提出

若松副知事に要望書を手交若松副知事に要望書を手交

若松副知事に目録を手交若松副知事に目録を手交

ふれ愛チャリティーゴルフ大会参加者からの善意を届ける

山形県新型コロナ対策応援金に寄附山形県新型コロナ対策応援金に寄附
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これからも奨学金返済に関する相談を

随時受け付けます。

お気軽にご相談ください。

�0120-39-6029（平日10～16時）

　連合山形と山形大学人文社会科学部は、今年度
で９年目となる「連合山形寄付講座 ～労働と生
活～」を実施し、学生に労働組合や労働者福祉団
体、協同組合の意義や活動状況、課題などを講義
しています。
　全１５講座のうち１講座を労福協が担当し、今年
度は１２月２１日に「労
働者自主福祉運動の
現状と課題」をテー
マに、労福協が行う
事業・運動を紹介し
ました。

　コロナ禍による収入減少等により奨学金返済困難者の増加が懸念されるこ
とから、中央労福協と各都道府県労福協は「２０２０全国福祉強化キャンペー
ン」の一環として、１１月６日を中心に「奨学金に関する全国一斉相談会」を
実施し、１１月６日は全国で５５件（速報値）の相談が寄せられました。
　生活あんしんネットやまがた（山形県労福協）では、１１月６日（金）と７
日（土）の２日間実施し、計１３件（うち奨学金関係８件）の相談がありました。

要請行動の詳細は
中央労福協ＨＰへ⇒

コロナ禍で奨学金返済が困難に…コロナ禍で奨学金返済が困難に…

大学生に労福協運動を講義大学生に労福協運動を講義
山形大学「連合山形寄付講座」山形大学「連合山形寄付講座」

主な相談内容
◦�コロナ禍により「残業が無く手取りが少ない」「ボーナスカットされた」

　「就職できない」という理由から返済困難

◦傷病等により数年前から返済困難な状況が続いている

◦結婚や出産を機に奨学金返済を含めて家計を見直したい

　今回の全国一斉相談会では、やはり新型コロナウイルスの影響による収入減少・失職がきっかけとなり返済困難
に陥ったというケースが目立ちました。また、例年同様に複合的な悩みを抱えた深刻な相談も多くありました。
　労福協では相談活動や関係省庁・政党への要請行動など、地道ながらも継続した取り組みを今後もすすめてまい
ります。

全国一斉相談会に多くの悩みが寄せられる全国一斉相談会に多くの悩みが寄せられる

ルールを知って楽しく働こう！ルールを知って楽しく働こう！
労働ハンドブックを高校生等に無償配布労働ハンドブックを高校生等に無償配布

　高校生等への労働関係制度の周知・啓発を目的に、今
年度も「労働ハンドブック」を、卒業間
近の高校３年生や専門学生などを対象に、
県内７６校に１１，４４２部を無償配布しました。
　この労働ハンドブックは、働くうえで
これだけは知っておきたい基本的な労働
関係制度をコンパクトにまとめ、教育基
金協会と連携して毎年１０月に発行してい
ます。
　データ版は右記ＱＲコードよりご覧に
なれます。

2020年度版

労働ハンドブック労働ハンドブック
ルールを知って楽しく働こう

一般社団法人 山形県労働者福祉協議会
公益財団法人 山形県勤労者育成教育基金協会

携帯用

トラブルにあったらどうする!?

バイトで皿を割ったら罰金!?

時給の最低ラインは!?
休んでも給料がもらえる!?

働く時間に上限あり!?
残業代がもらえない!?

辞めるときのルールは!?

リンク先：山形県労福協ホームページ内
データサイズ：１．８ＭＢ（PDFファイル）
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